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1. 組織の概要

【事業所名】 株式会社 土佐建機

【代表者氏名】 代表取締役　土居祐三

【所在地】

　　本社 高知県高知市入明町3-1

稲生倉庫 高知県南国市稲生1158

【環境管理責任者氏名及び担当者連絡先】

環境管理責任者氏名 代表取締役 土居祐三

連絡先担当者 総務部 東村真理

連絡先 　　　　　　　　ＴＥＬ： 088-872-8588

　　　　　　　　ＦＡＸ：088-823-2919

　　　　　 Ｅ－ｍａｉｌ： tosa-k_k@f7.dion.ne.jp

【事業活動の内容についての簡単な記述】

建設業（主に法面工事、インフラ維持修繕工事、地質工事、交通安全施設工事、その他土木工事）

建設業許可

　許可番号 高知県知事許可（特-5）第6017号

　許可年月日

　建設業の種類 土木工事業　とび・土工工事業　鋼構造物工事業　石工事業

ほ装工事業　しゅんせつ工事業　水道施設工事業　塗装工事業

【事業規模】

設立年月日 昭和62年1月23日

資本金 2,500万円

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

売上高 　　（千円） 322,318 331,943 370,400 373,663

工事等の件数 　　（件） 35 32 49 30

従業員数　　　　　　（名） 10 12 13 14

事業所敷地面積　　　（ｍ2 ） 150 150 150 150

事業所延べ床面積　　（ｍ2 ） 400 400 400 400

　　　令和4年度の従業員数　令和5年5月31日現在

会計年度 　令和 4 年 6 月 1 日　～　令和 5 年 5 月 31 日

令和5年9月24日
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2. 対象範囲、レポートの対象期間及び発行日

【対象範囲（認証・登録範囲）】

株式会社　土佐建機　全社

本社、倉庫の住所を列挙する。

　　本社 高知県高知市入明町3-1 （常駐者：　3　　名）

　　倉庫 高知県南国市稲生1158 （常駐者：　0　　名）

対象事業： 建設業(法面工事、インフラ維持修繕工事、地質工事、交通安全施設工事、その他土木工事)

【レポートの対象期間】

2022年6月1日～2023年5月31日

【環境経営レポートの発行日】

【作成責任者】

環境管理責任者　 土居祐三

対象となる持続可能な開発目標(SDGs)範囲

ＳＤＧｓＮＯ． 当社対象有無

1 貧困をなくそう オーガニック

2 飢餓をゼロに オーガニック、フェアトレード

3 すべての人に健康と福祉を 高齢者雇用

4 質の高い教育をみんなに 環境教育の実施

5 ジェンダー平等を実現しよう 障害者雇用

6 安全な水とトイレをを世界中に ○ 水道使用、節水、雨水利用

7 エネルギーをみんなにそしてクリーンに 再生可能エネルギー使用

8 働きがいも経済成長も 高齢者雇用、障害者雇用

9 産業と技術革新の基礎をつくろう 低燃費、長寿命化、環境負荷低減

10 人や国の不平等をなくそう 高齢者雇用、障害者雇用

11 住み続けられるまちづくりを ○ ＣＯ2 削減、エコドライブ

12 つくる責任つかう責任 ○ コピー用紙削減、環境配慮工事

13 気候変動に具体的な対策を ○ ＣＯ2 削減、省エネ、環境配慮工事

14 海の豊かさを守ろう 下水道、排水処理の場合

15 陸の豊かさも守ろう ○ 緑化、植林、社有林の保全

16 平和と公正をすべての人に ○ 寄付、環境教育

17 パートナーシップで目標を達成しよう 寄付、環境教育

2023年12月20日

項目 備　　考
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3.環境経営方針

【環境経営理念】

株式会社土佐建機は、高知県内で土木工事を行う事業者として、環境に影響を与える立場であるこ

とを自覚し、社内業務における環境負荷低減を目指し、持続可能な環境保全・低炭素社会・自然共

生社会を構築する為に、以下の事項に取り組むことにより、継続的改善により環境経営を行って

いきます。

【基本方針】

１．社員全員のEA21に対する理解を促進し、環境経営マニュアルの運用によって、環境負荷の軽減

　　を図ります。

２．エネルギー使用を控え、二酸化炭素排出量を削減します。

　　

３．廃棄物を正しく分別し、3Rの推進をします。

４．水の使用をできるだけ控え、排水量を削減します。

５．地産地消を促進し,生物多様性保全に努めます。

６．環境関連法規等を遵守します。

７．社内購入品のグリーン購入を推進します。

８．地域の環境に配慮し、環境負荷の少ない工事を提案・施工します。

９．地域貢献活動に積極的に参加します。

１０．全ての従業員に周知を図り、環境への取り組みを環境経営レポートにて社外　に公表します。

　

代表取締役 土 居 祐 三

              令和  2 年 6 月 1 日
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4. 環境経営組織体制

代表取締役

土居祐三

環境管理責任者

土居祐三

環境事務局

東村真理

EA21委員会

東村真理

工事部 工事現場 倉庫管理者

長山周郎 各現場担当者 植村勝

環境経営システム　役割・責任・権限表

役割・責任・権限

代表者 ・環境経営に関する統括責任

・環境経営システム実施に必要な人、設備、費用、時間、技能・技術者を準備

・環境管理責任者を任命

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境経営目標、環境経営計画・環境管理組織体制を承認

・代表者による全体評価と見直し実施

・環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標、環境経営計画・環境管理組織体制を確認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境経営レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、EA21委員会の事務局

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境経営目標、環境経営計画・環境管理組織体制原案の作成

・環境活動の実績集計

・環境関連法規取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境関連法規取りまとめ表に基づく順守評価の実施

・環境関連の外部コミユニケーションの窓口

・環境経営レポートの作成、公開

部門長 ・自部門における環境経営方針の周知、従業員への環境教育訓練実施

・自部門に関係する環境経営計画の実施、達成状況報告

・自部門に関係する緊急事態訓練の実施

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められた事を守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
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５．環境経営活動への取組の全体概要

当社は、「2017年版エコアクション21ガイドライン」をもとに、環境負荷の自己チェックを行い

環境目標の達成状況を評価し、改善に取り組んでいます。

＜全体概況＞

○電力使用量の削減については、それぞれが常に意識をし、冷暖房の温度設定をまめに確認したこともあり、使用量、

　原単位ともに減少し、目標を達成できた。

○廃棄物については、産業廃棄物排出量が工事内容により増加し、達成できなかったが、管理は徹底している。

　一般廃棄物については、データ化された工事の仕様書、講習のテキスト等、打ち出す量が増加し入替時に廃棄する

　量が増加した。再利用を心掛けたい。

○環境美化活動についても、本年度は、ロードボランティア活動（　12　回）、近隣の清掃活動（　5　回）

　実施しております。

＜株式会社 土佐建機　の物質フロー＞（令和４年度）　

＜ＩＮＰＵＴ＞ ＜ＯＵＴＰＵＴ＞

燃　料　38,986L

ＣＯ2 　98,505ｋｇ－ＣＯ2

電　力　6,761ｋＷｈ

用　水　56ｍ3

原材料　1,944ｔ 廃棄物　179.45ｔ

株式会社 土佐建機 の事業活動

工事件数　30　件

○燃料使用量については、遠方の現場がありガソリン使用量は増加しているが、原単位での目標は達成できている。

売上高　373，663　千円

ロードボランティア活動 産業廃棄物の管理

排　水　56ｍ3　　
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6. 環境経営目標 （　令和 ４ 年度　）

（１）単年度目標

基準年

　　　　　　　項目 総量・原単位 単位 平成22年度

2010.6～2011.5

売上高 百万円 220

　ガソリン使用量 総量 （ℓ） 19,188 (-6%) 18,036

原単位 （ℓ/百万円） 87.2

　軽油使用量 総量 （ℓ） 16,274 (-6%) 15,297

原単位 （ℓ/百万円） 74.0

　灯油使用量 総量 （ℓ） 1,143 (-3%) 1,108

原単位 （ℓ/百万円） 5.2

　ＬＰＧ使用量 総量 （ｋｇ） ―

原単位 （ｋｇ/百万円） ―

電力使用量 総量 （ｋＷｈ） 10,253 (-4%) 9,842

原単位 （ｋＷｈ/百万円） 46.6

ＣＯ2 排出量 総量 （ｋｇ－ＣＯ2 ） 93,749 (-4%) 89,999

原単位 （ｋｇ－ＣＯ2/百万円） 426.1

用水使用量 総量 （ｍ3 ） 91 (-6%) 85

原単位 （ｍ3/百万円 ） 0.4

一般廃棄物排出量 総量 （ｋｇ） 336 (-5%) 319

原単位 （ｋｇ/百万円） 1.5

産業廃棄物排出量 総量 （ｔ） 130 (-4%) 124

原単位 （ｔ/百万円） 0.6

産業廃棄物再資源化率　 総量 （％） 100

グリーン購入 総量 （％） 45

環境負荷の少ない工事 総量 （％） 100

工事件数 件 41/41

環境美化活動 総量 （回） 12

令和4年度売上高目標はH28.5～R2.6月の5年間売上高実績の平均値

目標値は基準値に対して各々設定

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、電気事業者別のＣＯ2 排出係数令和2年1月7日公表

　　四国電力の調整後排出係数 0.528（kg－ＣＯ2 ／ｋＷｈ）を使用した。

＊２．グリーン購入量は、製品購入個数全体に対する環境商品の購入金額割合（％）

＊３．環境負荷の少ない工事

　　○施工地域・時期に適した播種選定(植生工)

　　○使用材料の環境対応品の提案

　　○現場で発生した廃棄物の分別徹底

　　○効率の良い作業手順を確認する

　　○低騒音・環境対策型機械の使用

40

100

全工事

17

33.9

310.3

0.2

1.1

0.4

100

290

62.1          

52.7

3.8

―

―

令和4年度

目標

2022.6～2023.5
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（２）中長期目標

基準年

項目 総量・原単位 単位 平成22年度

2010.6～2011.5

売上高 百万円 220

　ガソリン使用量 総量 （ℓ） 19,188 (-6%) 18,036 (-7%) 17,844 (-7%) 17,844

原単位 （ℓ/百万円） 87.2

　軽油使用量 総量 （ℓ） 16,274 (-6%) 15,297 (-7%) 15,134 (-7%) 15,134

原単位 （ℓ/百万円） 74.0

　灯油使用量 総量 （ℓ） 1,143 (-3%) 1,108 (-4%) 1,097 (-5%) 1,085

原単位 （ℓ/百万円） 5.2

　ＬＰＧ使用量 総量 （ｋｇ） ―

原単位 （ｋｇ/百万円） ―

電力使用量 総量 （ｋＷｈ） 10,253 (-4%) 9,842 (-4%) 9,842 (-5%) 9,740

原単位 （ｋＷｈ/百万円） 46.6

ＣＯ2 排出量 総量 （ｋｇ－ＣＯ2 ） 93,749 (-4%) 89,999 (-4%) 89,999 (-5%) 89,061

原単位 （ｋｇ－ＣＯ2/百万円） 426.1

用水使用量 総量 （ｍ3 ） 91 (-6%) 85 (-6%) 85 (-7%) 84

原単位 （ｍ3/百万円 ） 0.4

一般廃棄物排出量 総量 （ｋｇ） 336 (-5%) 319 (-6%) 315 (-7%) 312

原単位 （ｋｇ/百万円） 1.5

産業廃棄物排出量 総量 （ｔ） 130 (-5%) 123 (-4%) 124 (-5%) 123

原単位 （ｔ/百万円） 0.6

産業廃棄物再資源化率 総量 （％） 100 100 100 100

グリーン購入 総量 （％） 45

環境負荷の少ない工事 総量 （％） 100

工事件数 件 41/41

環境美化活動 総量 （回） 12 17 17 17

各年度売上高目標はH28.5～R2.6月の5年間売上高実績の平均値

目標値は基準値に対して各々設定

0.4 0.4 0.4

全工事 全工事 全工事

40 40 43

100

0.2 0.2 0.2

1.1 1.0 1.0

100 100

33.9 33.9 33.5

310.3 310.3 307.1

― ― ―

― ― ―

52.7 52.1 52.1

3.8 3.7 3.7

290 290 290

62.1 61.5 61.5

令和4年度 令和5年度 令和6年度

目標 目標 目標

2022.6～2023.5 2023.6～2024.5 2024.6～2025.5
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7. 環境経営計画 （　　令和　4　年度　）

期間： 2022 年 6 月　～　2023 年 5 月

項目 活動内容 担当者 期間

ＣＯ2 排出量 燃料使用量 ○エコドライブ手順書の運用 植村 勝 2022.6～2023.5

削減 削減 ○効率の良いエリア別営業活動 土居 祐三 2022.6～2023.5

○作業休止時のエンジンストップ 植村 勝 2022.6～2023.5

○タイヤ空気圧点検・オイル交換の管理 植村 勝 2022.6～2023.5

電力使用量 ○空調温度の適正化（冷房：28℃　暖房：20℃） 東村 真理 2022.6～2023.5

削減 ○不要な電灯の消灯 東村 真理 2022.6～2023.5

○ＰＣの休止モード移行設定実施 東村 真理 2022.6～2023.5

用水使用量削減 （排水量削減） ○節水表示を行う 東村 真理 2022.6～2023.5

廃棄物削減 一般廃棄物 ○ミスプリントの裏紙使用 東村 真理 2022.6～2023.5

○廃棄物の分別・適正処理 植村 勝 2022.6～2023.5

○使用済封筒の再利用 東村 真理 2022.6～2023.5

○ペーパーレス化に努める 東村 真理 2022.6～2023.5

産業廃棄物 ○倉庫内の廃棄物分別・適正処理 植村 勝 2022.6～2023.5

○マニフェスト伝票による管理の徹底 東村 真理 2022.6～2023.5

グリーン購入 ○事務用品はできるだけグリーン商品を購入する 東村 真理 2022.6～2023.5

社会貢献・環境美化 ○ロードボランティアの実施 植村 勝 2022.6～2023.5

○会社周辺の清掃作業及び清掃活動への参加 東村 真理 2022.6～2023.5

環境負荷の少ない工事 ○施工地域・時期に適した播種選定（植生工） 植村 勝 2022.6～2023.5

○使用材料の環境対応品の提案 植村 勝 2022.6～2023.5

○現場で発生した廃棄物の分別徹底 植村 勝 2022.6～2023.5

○効率のよい作業手順を確認する 植村 勝 2022.6～2023.5

○低騒音・環境対策型機械の使用 植村 勝 2022.6～2023.5
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8.環境経営目標の実績・評価結果

（１）本年度実績

基準年 令和4年度 評価

　　　　　　　項目 総量・原単位 単位 平成22年度 実績値

2010.6～2011.5 2022.6～2023.5

売上高 百万円 220 373

ガソリン使用量 総量 （ℓ） 19,188 (-6%) 18,036 21,570

原単位 （ℓ/百万円） 87.2 57.8

軽油使用量 総量 （ℓ） 16,274 (-6%) 15,297 16,984

原単位 （ℓ/百万円） 74.0 45.5

灯油使用量 総量 （ℓ） 1,143 (-3%) 1,108 432

原単位 （ℓ/百万円） 5.2 1.2

ＬＰＧ使用量 総量 （ｋｇ） ― ―

原単位 （ｋｇ/百万円） ― ―

電力使用量 総量 （ｋＷｈ） 10,253 (-4%) 9,842 6,761

原単位 （ｋＷｈ/百万円） 46.6 18.1

ＣＯ2 排出量 総量 （ｋｇ－ＣＯ2 ） 93,749 (-4%) 89,999 98,505.5

原単位 （ｋｇ－ＣＯ2/百万円） 426.1 264.1

用水使用量 総量 （ｍ3 ） 91 (-6%) 85 56

原単位 （ｍ3/百万円 ） 0.4 0.2

一般廃棄物排出量 総量 （ｋｇ） 336 (-5%) 319 446

原単位 （ｋｇ/百万円） 1.5 1.2

産業廃棄物排出量 総量 （ｔ） 130 (-4%) 124 179

原単位 （ｔ/百万円） 0.6 0.5

産業廃棄物再資源化率　 総量 （％） 100 100 〇

グリーン購入 総量 （％） 45 35 ×

環境負荷の少ない工事 総量 （％） 100 100

工事件数 件 41/41 30/30

環境美化活動 総量 （回） 12 17 〇

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、電気事業者別のＣＯ2 排出係数令和2年1月7日公表四国電力の調整後排出係数

　　　0.528（kg－ＣＯ2 ／ｋＷｈ）を使用した。

＊２．グリーン購入量は、製品購入個数全体に対する環境商品の購入金額割合（％）

＊３．環境負荷の少ない工事

　　○施工地域・時期に適した播種選定(植生工)

　　○使用材料の環境対応品の提案

　　○現場で発生した廃棄物の分別徹底

　　○効率の良い作業手順を確認する

　　○低騒音・環境対策型機械の使用

＊４．評価は、「総量」、「原単位」のうち「原単位」で評価する。

＜環境経営目標未達成等理由＞

遠方の工事現場（四万十町・安芸市・土佐清水市）があったので通勤距離がのび、ガソリンの使用量が増加したが、

原単位での目標は達成できた。

電気使用量はそれぞれが常に意識をし、冷暖房の温度設定をまめに確認したりしたこともあり、使用量、原単位とも

に減少し、目標を達成できた。

グリーン購入の際、急な発注の際は検討する時間がないことがあった。

17

×
0.4

100

40

100
〇

全工事

〇
33.9

〇
310.3

×
1.1

〇
0.2

―

〇
52.7

2022.6～2023.5

290

〇
3.8

―

使用する紙の量がデータ化された工事の仕様書、講習のテキスト等打ち出す量が増加し入替時廃棄する量が増加した。

令和4年度

目標

〇
62.1          
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＜過去の実績と本年度＞

項目 総量・原単位 単位 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

2019.6～2020.5 2020.6～2021.5 2021.6～2022.5 2022.6～2023.5

実績 実績 実績 実績

売上高 百万円 322 331 370 373

　ガソリン使用量 総量 （ℓ） 17,072 20,721 19,756 21,570

原単位 （ℓ/百万円） 53.0 62.6 53.4 57.8

　軽油使用量 総量 （ℓ） 11,779 15,705 13,831 16,984

原単位 （ℓ/百万円） 36.6 47.4 37.4 45.5

　灯油使用量 総量 （ℓ） 842 783 360 432

原単位 （ℓ/百万円） 2.6 2.4 1.0 1.2

　ＬＰＧ使用量 総量 （ｋｇ） - - - -

原単位 （ｋｇ/百万円） - - - -

電力使用量 総量 （ｋＷｈ） 6,624 6,123 6,330 6,761

原単位 （ｋＷｈ/百万円） 20.6 18.5 17.1 18.1

ＣＯ2 排出量 総量 （ｋｇ－ＣＯ2 ） 75,642.0 93,775.0 88,440.4 98,505.5

原単位 （ｋｇ－ＣＯ2/百万円） 234.9 283.3 239.0 264.1

用水使用量 総量 （ｍ3 ） 80 63 62 56

原単位 （ｍ3/百万円 ） 0.2 0.2 0.2 0.2

一般廃棄物排出量 総量 （ｋｇ） 346 346 457 446

原単位 （ｋｇ/百万円） 1.1 1.0 1.2 1.2

産業廃棄物排出量 総量 （ｔ） 83 49 227 179

原単位 （ｔ/百万円） 0.3 0.1 0.6 0.5

産業廃棄物再資源化率 総量 （％） 100 100 100 100

グリーン購入 総量 （％） 30 35 31 35

総量 （％） 100 100 100 100

工事件数 件 35/35 32/32 49/49 30/30

環境美化活動 総量 （回） 17 17 17 17

ガソリン・軽油　料金

項目 総量・原単位 単位 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

2019.6～2020.5 2020.6～2021.5 2021.6～2022.5 2022.6～2023.5

実績 実績 実績 実績

　ガソリン使用量 総量 （ℓ） 17,072 20,721 19,756 21,570

料金 (円) 2,279,063 2,583,187 2,978,190 3,333,834

単価 (円) 133 125 151 155

　軽油使用量 総量 （ℓ） 11,779 15,705 13,831 16,984

料金 (円) 1,156,602 1,556,365 1,698,416 2,482,458

単価 (円) 98 99 123 146

環境負荷の少ない工事
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　燃料使用量（総量：ガソリン、軽油、灯油） 　燃料使用量（原単位：ガソリン、軽油、灯油）
    単位：ℓ／年     単位：ℓ／百万円

年度 ガソリン 軽油 灯油 年度 ガソリン 軽油 灯油

（ℓ／年） （ℓ／年） （ℓ／年） （ℓ/百万円） （ℓ/百万円） （ℓ/百万円）

2019年度 17,072 11,779 842 2019年度 53 37 3.0

2020年度 20,721 15,705 783 2020年度 62 47 2.0

2021年度 19,755 13,831 360 2021年度 53 37 1.0

2022年度 21,570 16,984 432 2022年度 57 45 1.2

　  灯油(ℓ/年)                ガソリン(ℓ/百万円) 　　軽油(ℓ/百万円)     　        灯油(ℓ/百万円)

ガソリン・軽油（料金：円）

年度 ガソリン 軽油 単価

(円) (円) (円)

2019年度 2,279,063 1,156,602 133

2020年度 2,583,187 1,556,365 125

2021年度 2,978,190 1,698,416 151

2022年度 3,333,834 2,482,458 155

ガソリン(円) 軽油(円)                            ガソリン(円) 　　　　　　　軽油(円)

           ガソリン(ℓ/年)　　　　　　　　   　　　軽油(ℓ/年)　　　
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電力使用量（総量：ｋＷｈ／年） 電力使用量（原単位：ｋＷｈ／百万円）

年度 電力使用量 年度 電力使用量

（ｋＷｈ／年） （ｋＷｈ／百万円）

2019年度 6,624 2019年度 21

2020年度 6,123 2020年度 18

2021年度 6,330 2021年度 17

2022年度 6,761 2022年度 18

　　　　電力使用量(kＷh/年) 　　　                     　電力使用量(kWh/百万円)

ＣＯ2 排出量（総量：ｋｇ－ＣＯ2） ＣＯ2 排出量（原単位：ｋｇ－ＣＯ2/百万円）

年度 ＣＯ2 排出量 年度 ＣＯ2 排出量

（ｋｇ－ＣＯ2 ） （ｋｇ－ＣＯ2/百万円）

2019年度 75,642 2019年度 235

2020年度 93,775 2020年度 283

2021年度 85,756 2021年度 232

2022年度 98,505 2022年度 264

　　　ＣＯ２排出量(ｋｇ－ＣＯ2) ＣＯ２排出量(ｋｇ－ＣＯ2/百万円)
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用水使用量(総量：ｍ3） 用水使用量(原単位：ｍ3/百万円）

年度 用水使用量 年度 用水使用量

（ｍ3 ） （ｍ3/百万円 ）

2019年度 80 2019年度 0.2

2020年度 63 2020年度 0.2

2021年度 62 2021年度 0.2

2022年度 56 2022年度 0.2

　　　用水使用量(ｍ3) 　　                  　     　　用水使用量(ｍ3/百万円)

廃棄物排出量（総量：一般廃棄物、産業廃棄物） 廃棄物排出量（原単位：一般廃棄物、産業廃棄物）
単位：一般廃棄物　ｋｇ／年 単位：一般廃棄物　ｋｇ／百万円
単位：産業廃棄物　　ｔ／年 単位：産業廃棄物　　ｔ／百万円

年度 一般廃棄物 産業廃棄物 年度 一般廃棄物 産業廃棄物

ｋｇ／年 ｔ／年 ｋｇ／百万円 ｔ／百万円

2019年度 346 83 2019年度 1.1 0.3

2020年度 346 49 2020年度 1 0.1

2021年度 457 227 2021年度 1.2 0.6

2022年度 446 179 2022年度 1.2 0.5

　　　一般廃棄物（kg/年） 産業廃棄物（ｔ/年） 　　　　　　　　      　　　一般廃棄物（kg/百万円） 　　　　　　　　　       　　産業廃棄物（ｔ/百万円）
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産業廃棄物再資源化率（％）

年度 産業廃棄物

再資源化率

（％）

2019年度 100

2020年度 100

2021年度 100

2022年度 100

　　　　　　         　　　　　産業廃棄物再資源化率(％)

グリーン購入（％）

年度 グリーン購入

（％）

2019年度 30

2020年度 35

2021年度 31

2022年度 35

グリーン購入(％)

環境負荷の少ない工事（％）

年度 環境負荷の

少ない工事

（％）

2019年度 100

2020年度 100

2021年度 100

2022年度 100

環境負荷の少ない工事(％)

環境美化活動（回）

年度 環境美化活動

（回）

2019年度 17

2020年度 17

2021年度 17

2022年度 17

環境美化活動(回)
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9.環境経営計画の取組結果とその評価

期間：2022 年　6　月　～　　2023 年　5　月 (令和 4 年度)

項目 活動内容 取組結果

ＣＯ2 排出量 燃料使用量 ○エコドライブ手順書の運用 〇

削減 削減 ○効率の良いエリア別営業活動 〇

○作業休止時のエンジンストップ 〇

○タイヤ空気圧点検・オイル交換の管理 〇

電力使用量 ○空調温度の適正化（冷房：28℃　暖房：20℃） 〇

削減 ○不要な電灯の消灯 〇

○ＰＣの休止モード移行設定実施 〇

用水使用量削減 （排水量削減） ○節水表示を行う 〇

廃棄物削減 一般廃棄物 ○ミスプリントの裏紙使用 ×

○廃棄物の分別・適正処理 〇

○使用済封筒の再利用 〇

○ぺ－パ－レス化に努める 〇

産業廃棄物 ○倉庫内の廃棄物分別・適正処理 〇

○マニフェスト伝票による管理の徹底 〇

○ロードボランティアの実施 〇

○会社周辺の清掃作業及び清掃活動への参加 〇

環境負荷の少ない工事 ○施工地域・時期に適した播種選定（植生工） 〇

○使用材料の環境対応品の提案 〇

○現場で発生した廃棄物の分別徹底 〇

○効率のよい作業手順を確認する 〇

○低騒音・環境対策型機械の使用 〇

×
急な発注によりグリーン商品が選択で
きなかった

グリーン商品をまめに確認する

使用する紙の量がデータ化された工事
の仕様書、講習のテキスト等打ち出す
量が増加し、入替時廃棄する量が増え
た。

使用後の再利用を心掛ける

現場担当者の意識は高く、効率よく作
業が進んでいる

作業員の意識は高くなっているので、
このまま徹底する
声掛けを積極的に行う

節水を意識し、使用している このまま節水を心掛ける

エアコンの温度調整をまめに確認し、
温度調節をした。使用量、原単位とも
に減少し、目標を達成できた。

衣類で調整することを意識する

産業廃棄物は適正に処理できている
マニュフェスト伝票による管理を引き続き
徹底する

社会貢献・環境美化
ロードボランティア活動は習慣化して
いる

会社周辺、現場周辺の清掃活動には
まめに参加するよう心掛ける

評価 見直し

遠方の現場があり、通勤距離がのびガ
ソリン・軽油の使用量が増加したが、
原単位での目標は達成できている

作業工程による無駄な走行をしないよ
う常に心掛けたい

グリーン購入 ○事務用品はできるだけグリーン商品を購入する
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具体的な取組状況

１．ＣＯ2 排出量削減

（１）燃料使用量削減

　エアコンの使用を控えめに・温度設定の確認

　　夏季は窓を開けての運転、冬季は衣類を多めに着るなど工夫をし、

　　　　　車の写真 　　可能な限りエアコンの使用を控えるようにしている。

　　冷暖房の温度設定をまめに確認している。

　暖房器具の使用時間調節

　　使用する時間を午後4時以降、退社迄の一時間は控えるようにしている。

　　　車の相乗りの写真

（２）電力使用量削減

　節電を意識する

　　温度設定の確認をまめに行う。

　　設置したＬＥＤの写真 　　節電の張り紙をし、意識を高める。

　不要な電灯の消灯

　　使用しないエリアの消灯。

　　　昼休みの消灯風景写真
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２．用水使用量の削減

　節水シール貼付

　　使用頻度の高い本社事務所内の水道蛇口に節水シールを

　　　節水シール貼付の写真 　　貼付け、啓発を計っている。

３．廃棄物の削減

（１）一般廃棄物の削減

　ごみの分別の徹底

　　各担当者が毎日確認をし、声掛けを行い、分別を徹底している

　　　紙ごみの分別箱の写真 　　紙類については、裏紙に再利用したり、封筒の再利用をしたりしている。

（２）産業廃棄物

　産業廃棄物分別の徹底

　　　産業廃棄物分別の写真 　　産業廃棄物は分別し、産業廃棄物再資源化率が向上するように

　　工事現場では努力している。

４．グリーン購入

　事務用品のエコマーク・グリーンマーク商品の優先購入

　　　事務用品はエコマーク・グリーンマークの付いた商品を優先

　　　エコマーク商品の写真 　　　的に購入している。

　　　対象商品：ガムテープ、ボールペン、ＣＤ等
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５．環境負荷の少ない工事

　低騒音、排出ガス対策型重機の使用

　　　工事名称：県道夜須物部線防災・安全交付金工事

　　　工事中の重機の写真 　　　工事期間：2022年9月28日　～2023年3月16日

（低騒音、排ガス対策シール） 　　工事場所：高知県香美市夜須町国光

　　低騒音、排出ガス対策型重機を工事で使用しました。

　　工事箇所周辺の騒音低減と、排出ガス量削減に努めている。

　環境負荷の少ない工事

　　　工事名称：県道土佐佐川線防災・安全交付金工事

　　　　工事の写真 　　　工事期間：2022年5月26日　～2022年12月16日

　　（リサイクル材等） 　　工事場所：高知県土佐市谷地

　　伐採した木を整理し資材として再利用できるようきちんと分別している。

６．環境美化活動

　社会貢献・環境美化

　　会社周辺及び県道栗山大津線、県道弘瀬高知線のロードボランティア

　　ロードボランティア写真 　　ロードボランティア活動を行い、道路の清掃活動を行っている。

　　（年17回実施   内訳ロードボランティア12回　会社周辺5回）
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１０．次年度の取組内容

次年度環境経営目標 （　令和 ５ 年度　）

（１）単年度目標

過去3年の平均値

　　　　　　　項目 総量・原単位 単位 (令和元年～令和3年)

2019.6～2022.5

売上高 百万円 341

　ガソリン使用量 総量 （ℓ） 19,183 (-3%) 18,608

原単位 （ℓ/百万円） 56.3

　軽油使用量 総量 （ℓ） 13,772 (-3%) 13,359

原単位 （ℓ/百万円） 40.4

　灯油使用量 総量 （ℓ） 662 (-5%) 629

原単位 （ℓ/百万円） 1.9

　ＬＰＧ使用量 総量 （ｋｇ） ―

原単位 （ｋｇ/百万円） ―

電力使用量 総量 （ｋＷｈ） 6,359 (-3%) 6,168

原単位 （ｋＷｈ/百万円） 18.6

ＣＯ2 排出量 総量 （ｋｇ－ＣＯ2 ） 85,952 (-4%) 82,514

原単位 （ｋｇ－ＣＯ2/百万円） 252.1

用水使用量 総量 （ｍ3 ） 68 (-3%) 66

原単位 （ｍ3/百万円 ） 0.2

一般廃棄物排出量 総量 （ｋｇ） 383 (-5%) 364

原単位 （ｋｇ/百万円） 1.1

産業廃棄物排出量 総量 （ｔ） 120 (-3%) 116

原単位 （ｔ/百万円） 0.4

産業廃棄物再資源化率　 総量 （％） 100

グリーン購入 総量 （％） 32

環境負荷の少ない工事 総量 （％） 100

工事件数 件 39/39

環境美化活動 総量 （回） 17

令和5年度目標は令和元年～令和3年の3年間実績の平均値より考慮し各々設定

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、電気事業者別のＣＯ2 排出係数令和2年1月7日公表

　　四国電力の調整後排出係数0.528（kg－ＣＯ2 ／ｋＷｈ）を使用した。

＊２．グリーン購入量は、製品購入個数全体に対する環境商品の購入金額割合（％）

＊３．環境負荷の少ない工事

　　○施工地域・時期に適した播種選定(植生工)

　　○使用材料の環境対応品の提案

　　○現場で発生した廃棄物の分別徹底

　　○効率の良い作業手順を確認する

　　○低騒音・環境対策型機械の使用

令和5年度

目標

2023.6～2024.5

370

50.3          

36.1

1.7

―

―

40

100

全工事

17

16.7

223.0

0.2

1.0

0.3

100
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（２）次年度中長期目標

過去3年の平均値

　　　　　　　項目 総量・原単位 単位 (令和元年～令和3年)

2019.6～2022.5

売上高 百万円 341

　ガソリン使用量 総量 （ℓ） 19,183 (-3%) 18,608

原単位 （ℓ/百万円） 56.3

　軽油使用量 総量 （ℓ） 13,772 (-3%) 13,359

原単位 （ℓ/百万円） 40.4

　灯油使用量 総量 （ℓ） 662 (-5%) 629

原単位 （ℓ/百万円） 1.9

　ＬＰＧ使用量 総量 （ｋｇ） ―

原単位 （ｋｇ/百万円） ―

電力使用量 総量 （ｋＷｈ） 6,359 (-3%) 6,168

原単位 （ｋＷｈ/百万円） 18.6

ＣＯ2 排出量 総量 （ｋｇ－ＣＯ2 ） 85,952 (-4%) 82,514

原単位 （ｋｇ－ＣＯ2/百万円） 252.1

用水使用量 総量 （ｍ3 ） 68 (-3%) 66

原単位 （ｍ3/百万円 ） 0.2

一般廃棄物排出量 総量 （ｋｇ） 383 (-5%) 364

原単位 （ｋｇ/百万円） 1.1

産業廃棄物排出量 総量 （ｔ） 120 (-3%) 116

原単位 （ｔ/百万円） 0.4

産業廃棄物再資源化率　 総量 （％） 100

グリーン購入 総量 （％） 32

環境負荷の少ない工事 総量 （％） 100

工事件数 件 39/39

環境美化活動 総量 （回） 17

令和5年度より、目標は令和元年～令和3年の3年間実績の平均値より考慮し各々設定、目標値を

5年間固定し増減を見ることとした。

40

100

全工事

17

16.7

223.0

0.2

1.0

0.3

100

370

50.3          

36.1

1.7

―

―

令和5・6・7・8・9年度

目標

2023.6～2028.5
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次年度環境経営計画 （　　令和　5　年度　）

期間：　2023 年 6 月　～　2024 年 5 月

項目 活動内容 担当者 期間

ＣＯ2 排出量 燃料使用量 ○エコドライブ手順書の運用 植村 勝 2023.6～2024.5

削減 削減 ○効率の良いエリア別営業活動 土居 祐三 2023.6～2024.5

○作業休止時のエンジンストップ 植村 勝 2023.6～2024.5

〇タイヤ空気圧点検・オイル交換の管理 植村 勝 2023.6～2024.5

電力使用量 ○空調温度の適正化（冷房：28℃　暖房：20℃） 東村 真理 2023.6～2024.5

削減 ○不要な電灯の消灯 東村 真理 2023.6～2024.5

○ＰＣの休止モード移行設定実施 東村 真理 2023.6～2024.5

用水使用量削減 （排水量削減） ○節水表示を行う 東村 真理 2023.6～2024.5

廃棄物削減 一般廃棄物 ○ミスプリントの裏紙使用 東村 真理 2023.6～2024.5

○廃棄物の分別・適正処理 植村 勝 2023.6～2024.5

○使用済封筒の再利用 東村 真理 2023.6～2024.5

○ペーパーレス化に努める 東村 真理 2023.6～2024.5

産業廃棄物 ○倉庫内の廃棄物分別・適正処理 植村 勝 2023.6～2024.5

○マニフェスト伝票による管理の徹底 東村 真理 2023.6～2024.5

グリーン購入 ○事務用品はできるだけグリーン商品を購入する 東村 真理 2023.6～2024.5

社会貢献・環境美化 ○ロードボランティアの実施 植村 勝 2023.6～2024.5

○会社周辺の清掃作業及び清掃活動への参加 東村 真理 2023.6～2024.5

○交通エコポイントへの寄付活動 土居 祐三 2023.6～2024.5

環境負荷の少ない工事 ○施工地域・時期に適した播種選定（植生工） 植村 勝 2023.6～2024.5

○使用材料の環境対応品の提案 植村 勝 2023.6～2024.5

○現場で発生した廃棄物の分別徹底 植村 勝 2023.6～2024.5

○効率のよい作業手順を確認する 植村 勝 2023.6～2024.5

○低騒音・環境対策型機械の使用 植村 勝 2023.6～2024.5

21



（1）環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果

（環境関係法規）

法規名 適用条項 具体的内容 点検頻度 担当者 遵守状況 確認日

測定時期

廃棄の処理及び清掃に関する 第３条 事業者の責務

法律 事業活動に伴って生じた廃棄物を自らの責任

において適正に処理

第１２条 産業廃棄物の事業者の処理

産業廃棄物の委託契約

第１２条の三 産業廃棄物管理票（マニフェスト）の交付 必要時 東村真理 遵守 2023.9.20

第１２条の三 マニフェスト交付状況報告書の作成及び 年１回

７項 都道府県知事（高知県知事）への提出 毎年６月末

規則第８条 ○廃棄物保管場所の表示

見易い箇所に掲示板を設置

（縦６０ｃｍ以上×横６０ｃｍ以上）

資源の有効な利用の促進に 第４条 土砂、コンクリート塊、アスファルト・コン

関する法律 クリート塊、木材等の減量化及びリサイクル

（資源有効利用促進法）

建設工事に係る資材の再資源化 第５条 〇建設資材廃棄物の発生抑制、分別解体等及び

等に関する法律 建設資材廃棄物の再資源化等費用の低減努力

（建設リサイクル法） 〇建設資材廃棄物の再資源化により得られた建

設資材を使用する努力

騒音規制法 第５条 ○騒音規制基準の遵守

第１４条 ○特定建設作業の実施の届出

（建設作業開始７日前までに市町村長に届出）

振動規制法 第５条 ○振動規制基準の遵守

第１４条 ○特定建設作業の実施の届出

（建設作業開始７日前までに市町村長に届出）

フロン類の使用の合理化及び 第５条 ○定期点検の実施

管理の適正化に関する法律 エアコン：7.5kW以上50kW未満

（フロン排出抑制法） 冷蔵機器、冷凍機：3.7kW以上 年1回

○エアコンの簡易点検 1回/３カ月

浄化槽法 第１０条 ○年１回の浄化槽の保守点検、清掃実施 年1回 東村真理 遵守 2023.9.20

下水道法 第１０条 ○下水道に下水を流入させる為の排水管、

排水渠等の設置

1回/３年

東村真理 遵守 2023.9.20

必要時 土居祐三 遵守 2023.9.20

必要時 植村勝 遵守 2023.9.20

必要時 植村勝 遵守 2023.9.20

必要時 植村勝 遵守 2023.9.20

必要時 植村勝 遵守 2023.9.20

必要時 植村勝 遵守 2023.9.20

必要時 土居祐三 遵守 2023.9.20

東村真理 遵守 2023.9.20

１１．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

必要時 土居祐三 遵守 2023.9.20
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（条例）

法規名 適用条項 具体的内容 点検頻度 担当者 遵守状況 確認日

測定時期

高知県環境基本条例 第６条 ○事業者の責務

公害防止、自然環境保全、廃棄物の適正処理

高知県清流保全条例 第２条 ○事業者の清流保全の努力

高知市環境基本条例 第５条 ○事業者の責務

公害防止、自然環境保全、廃棄物の適正処理

南国市環境基本条例 第５条 ○事業者の責務

公害防止、自然環境保全、廃棄物の適正処理

第２８条 ○事業者の地球環境保全への取組

香南市環境基本条例 第５条 ○事業者の責務

公害防止、自然環境保全、廃棄物の適正処理

四万十町環境基本条例 第５条 ○事業者の責務

公害防止、自然環境保全、廃棄物の適正処理

四万十市環境基本条例 第５条 ○事業者の責務

環境負荷の低減、その他環境保全

第７条 ○景観保全に関する届出

・土石の採取

・盛土、切土による土地の形状変更

・屋外において土石、廃棄物、再生資源、

再生部品の蓄積、貯蔵する行為

・天然林を伐採し、スギ・ヒノキの植樹

・看板、広告板、サーチライト照明等の設置

（２）環境関連法規等の違反、訴訟等の有無

令和4年6月1日より令和5年5月31日まで、環境関連法規等への違反、訴訟及び外部からの苦情・要望等はありませんでした。

四万十市四万十川の保全及び
振興に関する基本条例

必要時 土居祐三 遵守 2023.9.20

必要時 土居祐三 遵守 2023.9.20

必要時 土居祐三 遵守 2023.9.20

必要時 土居祐三 遵守 2023.9.20

必要時 土居祐三 遵守 2023.9.20

必要時 土居祐三 遵守 2023.9.20

必要時 土居祐三 遵守 2023.9.20

必要時 土居祐三 遵守 2023.9.20
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作成年月日 2023年10月25日

代表者

■定期見直し

□臨時見直し

見直しに必要な情報 代表者による見直し

環境管理責任者の報告及び改善提案 変更の必要性の有無・指示事項

【取組状況の評価結果】 【環境経営方針】

①環境関連法規制等の遵守状況 変更の必要性： □有 ■無

     遵守できている

現行の環境方針を継続する

②問題点の是正処置及び予防処置の状況

     是正が必要な問題点なし

③前回までの代表者の指示事項への対応

     目標値の設定を基準年をベースとし、各々にあうよう設定した

＜改善提案＞ 【環境経営目標・環境経営計画】

     環境経営目標・環境経営計画を意識するよう、掲示された目標を全員が確認し、 変更の必要性： ■有 □無

【環境経営目標・環境経営計画の達成状況】

目標項目 目標値 経営計画 コメント

達成状況 達成状況 （目標値、活動計画に対するコメント）

軽油使用量 〇 〇 工事内容により達成できた

灯油使用量 〇 〇 使用時間を調節し節約できた

ＣＯ₂排出量 〇 〇 継続して努力する

用水使用量 〇 〇 節水意識を持ち続ける

一般廃棄物排出量 × ×

産業廃棄物排出量 × 〇 再資源化率の向上を意識する

グリーン購入 × × 急な発注を減らし計画的に購入する

環境負荷の少ない工事 〇 〇 現場での取組は出来ている 【環境管理組織体制】

環境美化活動 〇 〇 よく取組んでいる 変更の必要性： □有 ■無

＜改善提案＞ 現行の環境管理組織体制を継続する

     現場・事務所での声掛けを積極的にし、意識を高める

　　 前もって計画することを習慣化させる

【周囲の変化の状況】

①外部コミユニケーション記録より

     外部からの苦情なし 【総括】（環境経営レポートの代表者による全体の評価と見直しの欄に記載）

②環境関連法規制等の動向他

     遵守していきたい

＜改善提案＞

     引き続き積極的に取組む

代表者が自ら得た情報

特にありません

ガソリン使用量 〇 〇
遠方の現場があり使用量は増加してい
るが、原単位の目標は達成できている

電力使用量 〇 〇

１２．代表者による全体評価と見直しの結果

土居祐三

     お互いに声掛けをする

環境経営目標の目標値の設定を基準年・当年実績を参考に適切な目
標値にする

・社員全員の意識は高まっているので引き続き積極的に取組んでいきた
い。

環境経営計画はより積極的に取り組んでいく為、見直す項目があれ
ば検討し、変更する

令和5年度より、目標値は令和元年～令和3年の3年間実績の平均値よ
り考慮し各々設定、目標値を5年間固定し増減を見ることとした。

・工事内容により、ガソリン使用量、産業廃棄物排出量等は増減が
ある為、各現場で環境教育実施の際目標数値を確認するようにして
いる。

・目標値設定の見直しをし、令和4年度は基準年に対し目標をそれぞれ設定
していたが、次年度より過去3年間の平均値より設定し、5年間固定し増減を
見ることとした。

冷暖房の温度設定をまめに確認し
調節できている

データの打ち出し量が増え排気量が増えた

・ＳＤＧｓへの取組は対象となる目標の掲示を行い、積極的に取組んでい
る。

・現場では作業の効率化を進め、工期を短縮することで環境への負荷の軽
減を図るよう努力している。
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１３．その他の取組・環境に配慮した工事の実績

１．自然保護団体への支援

　　　　　　支援団体 支援内容 支援年

2．平和と公平をすべての人に

　　　　　　支援団体 支援内容 支援年

環境の杜こうち 交通エコポイント活用社会還元事業
2012年～2022年

(11年)

国境なき医師団 紛争や自然災害などの緊急援助活動への寄付
2015年～2022年

(8年)
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２．環境に配慮した工事の実績
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